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用いることで改善する） 
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論  文  内  容  の  要  旨  

 

  
途上国を含む世界中で非感染性疾患は増加している。2012 年から二年間に渡ってバ

ングラデシュで実施した非感染性疾患予防 /治療プログラムで、16,741 人の被験者か

ら健康診断データを収集した。同プログラムの非感染性疾患のリスク評価は、画一

的なものであり、非感染性疾患リスクが一年目に検知されずに二年目に発症する被

験者がいたため、リスク評価の改善が望まれた。  
目的：収集したデータを解析し、高血圧症、糖尿病、肥満症を含む非感染性疾患の

発症を事前に予測するモデルを構築することにより、同プログラムの介入効果を向

上させる。  
方法：一年目の被験者の中に、二年目もリピートをして検査を受けた 2,110 人のデ

ータを抽出した。これらのリピーターのデータを用いて、二年目に血圧、血糖、体

重のいずれが増加するリスク群を予測するモデルを機械学習の手法で構築した。  
結果：二年目に血圧、血糖、体重の増加を予測するモデルはそれぞれ 0.73、 0.76、
0.91 の AUC 結果を得られた。更にモデルの CAP 曲線の解析から、本研究で確立し

たモデルを用いることにより、 50％検査時間でそれぞれ 75.6%、 82.3%、 98.0%のリ

スク群を検出することが可能で、同プログラムのコストパフォマンスを向上させら

れることが示唆された。  

 
 

  


